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はじめに
詩人として，歴史家として，また伝記作家として，そして小説家としての CarlSandburg 
は，ある意味では十分にその真実が既に明らかになっていると言える。一般的に言って，国定
的な観念が支配し，災いすらして真実ではない解釈，理解を導き出して仕舞うと言う事態も起
こりかねない。
ここに取り上げる CarlSandburgはアメリカの 20世紀の文学者として活躍したが，少な
くとも日本では，実はその真実が晃失われて仕舞っている現実がある。これは蕪造作に付けら
れたラベル，レッテルが真実の理解を妨汗ることが起国になっているc即ち，中国で CarlSand-
burgの作品，その中でも ChicαgoPoems (1916)に接した草野心平は日本人としては早く
にE本に CarlSandburgを紹介をしたものの，しかし「アナキストjと言うラベル，レッテ
ルを付けしまった。このことが影響して極少数の隈られた読者だけが CarlSandburgの真の
姿，真実を理解したが，多く場合，拒否反正、だけを産み出してしまったc その結果，歪んだ
姿，誤りの詩人像を鮮明な形で彊印してしまった。その解釈の全てを否定しないまでも，一部
分を全体復として捉えてしまったやり方から得られるものは片寄った理解と言わざるを得な
し'0
確かに CarlSandburgと言う人物辻余にも多くのことをし過ぎたとも言える。作品として
編集する段培で，特に内容を厳選して，精選して，そして出版を決意するタイプではなかっ
た。 AbrahαmLincoln: The Prairie Years (2 vols.)及びAbrahαmLincoln: The wiαrYears 
(4 vols.)を拐にとって見ても判るように，決して簡潔を考えるよりはむしろ締密を，粗略と
はかけ離れて入念を，疎かよりは搬に入り細に亙る篇作態度で臨んだ。具体的に言えば，詩で
あっても，小説であっても，伝記であっても常に程雑，粗漏，粗放などとは正反対であること
が特畿である。人物，景色，情景などに就いて言えば，あらゆる描写は罵密であり，精綾その
ものである。
また，いつものことながら，典型的な ihoarderJでもある CarlSandburgは「未整理J
の朱書きの封箆，ファイルに入れて課存されているもの，また f何れその内に役立ち，使うこ
ともあろうはず」の[資料」としてボール箱にぎっしりと詰め込まれている時，未イ吏用が余に
も多いことは「致し方ないjことである。一般読者，特にその研究者であればこれらには思り
ないこの詩人の密やかに揺された宝車としての慈力があり，それだけの倍値もあることは当然
である。
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ここに取り上げる詩集 CαrlSαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poems は CarlSandburg 
自身が出版に際して自ら編集者と共に亘譲に出版に関わったものではなく，ここに掲載された
のは未発表のものを UniversityofIllinois at Uぬana-ChampaigのGeorgeand Willene Hen-
drickが編集し，出版したものである。今までにどこにも集録されていない，しかし CarlSand-
burg自身も葬り去って仕舞うことの無かった， I未整理jの封箆から取り出された詩が 12章
に収められて， C，αrl Sαndburg: Billy Sund.αyαnd Other Poemsとして刊行された。 Chicα:go
Poems (1916)は言うまでもなく TheComplete Poems of Gαrl Sαndburg (1950) ，こも採用
されなかった原轄の一部が，整理した形で編集，出張されたのである。
此処では各々，新たに出張された詩に依って，今までに解釈されていた詩人CarlSandburg 
以外の髄面を文学的，歴史的，社会的な文康で解釈をすることを目的とする c即ち， CαrlSαnd-
burg: Billy Sundαyαnd Other Poems は，従来の CarlSandburg 像の誤謬を正し，比較的
誤解を揺いた部分に照準を当てて CarlSandburgと言う詩人のより真実を明らかにするため
に最も有効であろう。
1 
一般の読者，研究者は TheComplete Poems of Gαrl Sαndburg (1950， 1970)， Abrahαm 
Lincoln: The Pr，αu詑 Yeαrs(1926)， The People， Yes (1936)， Abrαhαm Lincoln: The Wαr 
Yeαrs (1939)なと手主だ、った作品をはじめその他の作品を手にすることによって CarlSandburg 
の実録を理解してきた。 1914年， Poetry: A Magazine ofVerseに掲載された ChicagoPoems 
に依って詩人として認められ，その地位を得た CarlSandburgはあらゆる機会に，あらゆる
事柄を書き留め，あらゆる関心事に関連あると判断した資料は先ず持ち婦与，それを全て「分
類j して保存してきたc 従って， Carl Sandburg Home N ational Historic Site及び Univer-
isty of Illinois at Urbana-Champaignの TheRare Book Room は CarlSandburg自身の収
集捧を如実に示す証拠とも言える，余りにも多くの手紙，原稿，哉書を含む資料を有してい
るG 特に後者辻主として AbrahamLincoln大統領に関するものを保有する結果となってい
るむ Carl Sandburg は 1956年に資料その他を Univeristyof Illinoisに売却することを決心
したっそして SmokyMountainsの地 Flat茸ockから運び出された資料は厳密には今もなお
整理の過程にあり，整理済みとするに辻程遠いと言わざるを得ない現状である。却ち，今，現
在も整理の作業は続けられており，簡単には終了しそうにないのが現状である。
また Sandburg一家の生宅は 1972年 10月27日に TheN ational Parkとして関議決定が
されて， 1974年 5月 11日に一般公開されるようになり， National Parl王andHistoric Site : 
The Carl Sandburg Homeとなって，今自に至っている。それまでの住まいである Michigan
卦1Herberlから 1945年に移りすむようになった Norlh Carolinaナ1'Hendersonville， Flat 
Rock，通称 Connemaraを今も訪れる研究者，愛好家は多い。多くの訪問者は原積，蔵書，
手紙類などの資料の多くが売却されたと言う知識があるだけに，今もぎっしりと詰まった本
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欄，地下倉庫部分の所狭しとぜかりにある，概の CarlSandburg流に f整理jされた封詩，
ボール箱を自の前にして， 1耳が，そして何時，運び出されるのか?Jと怪詩にさえ思う位に
「諌列Jされている。また CarlSandburg自身が収集した蔵書，書籍によって意外な側面も
知り得ることが出来る。それら辻言うまでもなく手に取って具に調べる等ということは出来な
い。特に一般の訪問者は手に取って見ることは許されて泣いない。また量的にも手の付けよう
の無い程の資料の中で注吾したいのは数知れない未発表の詩である1jO ここ iこ取り上司る
CARL SANDBURG: BILLY SUNDAY AND OTHER POEMSとして刊行された一冊はこ
れまで不問にさえ伏されていた部分に光を当てることになったと言う意味では大きな意味を持
つものであり，当然，この刊行は意義あるものと評舗できる。
Carl Sandburgは，余切にも多くのものを書き，大部の著作をはじめ，数沢山の作品を出
版し，また収集した未発表の「作品J，未整理の資料を残して 1967年7月22Bにこの世を去
った。その後， Carl Sandburg自身の手によらずに刊行された意味あるものとして次のよう
なものがある。先ず，初めて印割になった詩を主として長女盟argaretSandburgが一冊に謹
めた詩集CαrlSαndburg: Breαthing Tokens (1978)が刊行された。続いて MargaretSanι 
burg及び、Universityof IllinoisのGeorgeHendrick，そして CarlSandburg Projectの中
心的役割を担った Penelope珂iven(MacJunkin)が編集した CarlSandburgの少年時代の
自伝Alwαysthe Young Strangers (1953)の続編と看散され， Carl Sandburg邑身が出版を
予定していた筈の，主に青年時代の自伝Everthe Winds of Chαnce (1983)，更に Margaret
Sandburgが長い年丹をかけて選び，編集した，Sandburg夫妻，Lilian SteichenとCarlSand-
burgの若き日の心根に触れることが出来る ThePoet αnd the Dreαm Girl.' The Love Letters 
of Lilian Steichen & Cαrl Sαndburg (1987)が出版されたc これら凡て「宝産jから関孫
する人々の手によって5の自を克ることになったものである。 CarlSandburg吉身が出版す
る為に書き記したが，結果として票稿のままで f未整理J封簡に仕舞って保存されてきた「宝
章jがこのような形を取ることになったのである。その簡にも Universityof Illinoisの研究
チー ム及び、CarlSandむurgProjectのワーダーとして活躍した PeneloeNiven (McJunkin) 
が資料の整理に専念し，今もその作業は続けられている2)c
確かに，The Complete Poems of Cαrl Sαndburg (1950) を以てその詩人の全容であると
理解することも可能であるが，注目しなければならないことは，それでもなお力強い，意味あ
る詩が，しかも数の上から言っても比較的多くの詩が詩集TheComplete Poems of Cαrl Sαnd-
burg (1950)に採吊されないまま，また他の雑誌，パンフレット類に揚載されたこともある
ものの， Carl Sandburg自らが出版した詩集に採択されずに京稿のままの形で残され，また
保存されてきたのである。その中でも特に意味を持つものに Universityof Illinois at Urban-
Champaignの図書館に Flat豆ockから運び込まれ，収納されている整理箱から選び出された
一遍の詩がある叱この度， George and Willene耳endrickはBillySundayを敢えて選んだ
ことに注目しなければならないのである。これには CarlSandburgの一重を雄弁に物語るも
のでり，詩人の姿を明確にすると言う意図があったことは言うまでもない。 1982-3年当時，
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University of Illinois at Urbana-Champaign及び CarlSandburg Projectのメンバーで議論
が重ねられたc
この詩の題名は，本来 BillySundayであった。 1916年になって，その詩を含めて， Henry 
Holt and Companyから ChicαgoPoemsとして出張された際に，その題名は 'Toa Contem-
porary Bunkshooter'として採択されたと言う経緯がある。勿論，その詩は部分的な筆削がな
されたのは言うまでもないo 'Billy Sunday'と言う国有名詞は題名としてだけでなく，また詩
行の中にも使わないということになったっ国有名請の使用を避けることによって蕪用の混乱を
避けることにして CarlSandburgと豆enryHolt and Companyとの間で決着が図られたの
である。 ChicαgoPoems (1916)には題名の変更と詩行の修正を経て掲載をすることになっ
たものの，本来の詩，未修正の詩が持つ役割は十分に認められる。
この震の CαrlSαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poemsの出版に捺して採り上げられ
た詩は，先ず宗教的なもの，具体的には，いかさま土と爵う姿勢を打ち出す‘BillySunday' 
がある。その詩に続く他の詩は，経i斉的，人種的，社会的義務，責務などについて，また正義
に関するもの，さらに愛や長戦の詩などがある。持に深く空想に耽り，宣接に，また間接に，
そして激しく読者に語りかけるなどする CarlSandburgの実橡，真実が顛実に浮かび、上がっ
てくる詩であると言える。ここに収められている詩誌何れも全く包み隠しのない，率宣な言葉
による詩は， Carl Sandburgの思想， f言念を表わし，決して排匂の 'Foどの詩でもなく，大き
な怒り肩をした‘Chicago'流でもない。
2 
Carl Sandburgは福吾伝道者 BillySundayをアメリカ人の生き方，アメワカの民主主義そ
のものの上には危険な扇動屋，破壊的な彰響力を持つ人物と看倣していた。 cαrlSαndburg: 
BilかSundayαndOther Poemsの最初の章は CarlSandburgが‘crowdtrickster' (大衆ペ
テン儒)と呼ぶ男 BillySundayについての最も数しい詩2編である。話題を呼ぶ詩では福音
伝道者，まさに烈火の様に燃え盛る説教をして，今日のテレビ福吾伝道者の先駆者であった
Billy Sundayに鉾先を向ける自自詩であ乃，痛烈な非難と攻撃を加える無削除の詩である。
“Billy Sunday"と言う詩は Chicα:goPoems詩集の出版に際して主要な役割を果たしてい
ると言う認識に立つ C訂 1Sandburgは出販社 Henry亘oltand Companyよりの採択は出来
ないないと言う串し入れ辻全く受け入れられないと言う態度であった。出版社側は，どうして
も
要求されたc これに対しでもなおも CarlSandburg は譲れない気持ちさえ持っていた凸その
経緯を述べると，詩人としての長い修諌の後， 1916年 1月当時に新聞記者である CarlSand-
加 rgは当時宜enryHolt and Compayの年若い編集担当者であったAlfredHarcourtにChi-
cago Poemsの京稿を送ったむ初めて原稿に巨を通したAlfredHarcourt はその原稿を出版し
てもよいという意向を持ったが，京稿は全てその出版会社の比較的年配の先輩の弓を通し，了
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解を取らなければならないという開題にぶつかった。 AlfredHarcourtが CarlSandるurgに
書き送った手紙には次のようにあった。
Its subject mater and strength seemed to them rather raw for their imprint. 
(その主題と力強さはどちらかといえば印捕するには酷すぎる様に患われた。)4)
Alfred HarcourtはBillySundayに関する詩とその他少しばかりではあるが，出版予定の
詩集 ChicαgoPoemsの原稿から実際に外した。AlfredHarcoutは酷くためらって，最務的
iこは除外することを伝えようとして詩人 CarlSandburgに手紙を書き送った。
For obvious reason， we thinl王thepoems， the subjects ofwhich are living people re-
ferred to by name， should certainly be omitted. 
{明白な理由としては，我々は名指しになっている今現に生きている人々を主題とした詩は必ず
取り除かれなければならないと考えるものである。)4)
出版編集者Alfred豆arcourtの忠告に沿って原稿が出販社に受け入れてもらえることが確
実になるようにするため， Carl Sandburgは修正という仕事に取りかかり，必要な改善をは
かり筆削を行った。先ず手始めに題名は言うまでもなく BillySundayと言う亘接の固有名詞
を避けることにした。題名は 'Toa Contem予oraryBunkshooter'として一応Eの巨を見るこ
とになったが， 1935年に他界した説教者 BillySundayの名は題にはせず¥詩行の中の努れ
にも固有名詞 BillySundayは全く見当たらをいものとなった。それにもかかわらず結果とし
て，一般には周知の事実として読者の凡ての者が知ることとなり， 21のスタンザの詩は Billy
Sundayは詩人が願う完全な形でのイメージと合致するものになった。
Carl Sandburgは題名からも，その詩行からも BillySundayと言う名前は絵き，言葉のト
ーンを下げるなどして，出版に漕ぎ着けたが，それでもやはり釈然としない気持ちであった5
1916年2月48，Al合-edHarcourtに手紙を書いた。
And 1 made revisions that 1 believe put the Sunday poem in a class of reading en-
joyable副主dprofitable to all but the most hidebound and creed-drilled religionists. 
(そして Sundayの詩が，了見の狭い，宗教信条に訓練された者を除くすべての人々に受け入れ
られるように書き改めた。)5)
この詩が‘BillySunday'から 'Toa Contemporary Bunkshooter'へと題名は改められ，福
音伝道者 BillySunday はもはや名指しはされておらず，攻撃的であると考えられる言葉は省
かれた。鵠の宗教的予言者を取り上げようとする主題への患い入れが強く， Carl Sandburg 
はBillySundayを厳しく非難もしている。
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He is the most conspicuous single embodiment in this country of the crowd leader 
or crowd operative who uses jungle methods， star註voodoostage effects， to play hell 
with democracy. 
(Sundayこそ辻神から遣わされた者と言うよりはむしろ，民主主義を台なしにするために，ジ
ャングルでの方法，ぞっとする，殺風景そのもののブーズー教の演出効果を使う群衆の長，群衆の
諜報のこの匡での目立つ唯一の権化である。)6) 
Billy Sundayとその一味は宗教的熱情の名に於いて一般大衆を不当に食いものにしている
と信じるようになっていた詩人 CarlSandburgをして最も不愉快にさせたものは， Billy Sun-
dayを信じて，基本的な宗教信条のためではなくて，お金を葬げている何千もの労動者が食い
ものになっていることであった。‘BillySunday'ではこのことを援しく攻撃するためのもので
あったことは言うまでもない。従って，ある意味では CarlSandburgの本来の詩‘BillySun-
day'は改訂された 'Toa Contemporary Bunkshooter'よ乃は一般読者にとって一審力強く
て，眠りから覚まさせられると言う効用を棄した筈であろう o Carl Sandburgにしてみれ
ば，この詩の題名を変えても，また詩行の筆削をさせられでも ，Chicαgo Poemsから外すこ
と辻一切念頭には毛頭無かった。どのようにトーンを下げても良い，どのように筆削をしてで
も，ともかく告発をしたいと言う気概があった。従って， CαrlSαndburg: Billy Sundαyαnd 
Other Poemsの主題として またこの詩集の中心的な詩としてその場を与えられていること
は当然である。
'Billy Sunday'と言う詩は， Carl Sandburgが HenryHolt and Companyの要望を溝たす
ために書き換え，改訂をするようにと求められる誌に，革新的な雑誌2紙，The Masses及び
International Sociαlist Reviewの 1915年9月号に掲載されていた。 CarlSandburgはBilly
Sundayについてのもう一つの詩‘God'sChildren'と題する詩を書いたが，それは恐らく早く
に議集部員がその詩は人を冒涜するにも余りにも甚だしいと気が付いていたからであろうか，
Carl Sandburg自身もその編集者の指摘は認めざるを得なかった。従って一度も自のEをみ
ることはなカミった。
3 
CαrlSαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poemsの第2章は CarlSandburgの蒸気船East-
land号沈没に関しての詩的な嬰想に当てている c その内容について言えば，会社のピクニッ
クへ f招待されたJ2，500人の従業員労働者とその家族を乗せた給 Eastland号は 1915年 7
月24B， Chicago River tこ沈没し， 800人以上が溺れ死ぬと言う大惨事が起きると言う事件
についてである。 CarlSandむurgはピクニック行事の主催者 WesternElectric Company及
びこれに関連して船の安全を保証する責任を持つ U.S. Secretary of Commerceを酷く非難
したむ例えばCarlSandburgは“Lookin'‘EmOver"と題してInternationalSocialist Review 
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の 1915年9月号に商務長官 WilliamC.茸edfieldなる人物こそは職務怠'翼であると告発を
し，怒りを込めた一文を書いた5
1 want to know why someone did not stop a cranky unstable ancient hoo-doo・tub
li孟ethe excursion boat Eαstland from capsizing with twenty-five hundred human lives 
within a few hundred yards off shore in pain view of parents and relatives of the chil-
dren whoever drowing? Business re司uiredit. 
〈イ可故Redfieldは2，500人もの人々を Eastland号の様ながたびしの，古い思変わりなのろい不
格好な船に乗せないようにするために人的協力を求めなかったのか，自分の配下の高級官僚菖脳に
同調して働かせるようにしなかったのか?答えは一つ。企業はそうすることが必要だったから。)7) 
Chicago Riverでのピクニックに際して Eastlandに乗った労鶴者とその家族の人々は遠足
に参加するためのチケットを燕理やり iこ賓わされていた。また，何千と言う従業員労音弱者の写
真は会社の宣伝用の写真としてうまく目立つ様に，白乾を覆き，また白い帽子を買って被るこ
とにもなっていた。更に引き続いて“Lookin''Em Over"に於いて CarlSandburgの見方が
次のように指掃されている。
Grim industrial feudalism stands with dripping and red hands behind the whole 
Eastland affair. 
〈この Eastland号事件の背後に証拠の隠しよう無い現行犯として不気味な封建主義がある。)
Eastland号にまつわる事件は， Carl Sandburgが熟知している工業化されたシカゴの衝
で， B常的に見かける労働者の生活の中の人間の惨めさを疑鯖した形として捉えることが出来
る最も力強いイメージがある。その詩が書かれ，出版されるには，明らかに余りにも f生
のJ，余りにも急進的過ぎるきらいがあった。そして初めてこの度，ここに 'TheEastland'は
公に登場したのである。この詩は何れの場が与えられでも掲載するには余にも過激であり過ぎ
ると看散された。またこのことは一読すれば容易に理解できる。この詩によって TheWestern 
Comrαdeが最初であったが， Carl Sandburg ，ま実にはっきりと therising poet ofthe revolu-
tion (革命の前途洋々たる詩人間であると呼ばれたことは容易に理解することが出来る。
4 
Carl Sandburgの力強い3つの反戦詩がCαrlSandburg: Billy Sunday and Other Poems 
の第 3章におさめられている。アメリカ合衆国が第一次世界大戦にヲ|き込まれる前に Carl
Sandburgは戦争に反対する詩を書いていたむ ChicαgoPoems(1915)にはWARPOE班S(1914
-1915)があり，そこには 11の詩がある。 CarlSandburgは比較的若い時期，特に Wiscon-
- 21-
sin 1、1'を中心;こした地域で社会党組織者の一人として活躍をしていた。 CarlSandburgは第一
次大戦が絵まった当初には，戦争に対して社会主義的なイデオロギーからではなく，寧ろヒュ
ーマニズムの立場に立って反対をしていたc 従って，それまでの役の急進論とも見える反戦論
は次第に萎んできていた。一旦アメワカ合衆国が世界第一次大戦に加わろうとしていることが
明らかになった時のこと，多くの社会党の人々はそうはしなかったG しかしながらCarlSand-
burgはその時に PresidentWoodrow Wilsonを支持し，戦争賛成議勢力を支持するようにな
っていた。特定の戦争に関して，極端な過激な物の見方，見解はこれらの反戦の詩を出版をし
ないし，また特に掲載しないと決心を固めていた。その結果，京戦を全面;こ掲げた詩の出版iこ
関しての影響があったことにもなるc
また“PlankedWhitefish"はCarlSandburg初期の戦争詩の最も強烈なものの一つであ
る。勿論，生殖器切断に関しての言及はその当時の何れの出版社にとっても受け入れ難いもの
であったし，まして Henry耳oltand Companyにとっては受け入れるには余にも大きな開題
を抱え込むことは火を見るよりも明らかであった。そして Chicα:goPoemsの原稿からは除外
されていた。確かにそこに描き出されている戦争の恐ろしさは多くの読者にとっては過激な迄
に生会生し過ぎたのである c
“Ashes and Dreams"は1nternational Socialist Reviewnの1915年5月号が掲載したも
のの，Chicα:go Poems (1916)には採沼されなかった。伝記 CαrlSαndburg: A Biogr，α:phy 
伝記の中で PenelopeNivenが述べているように，余ち感懐的ならずにその詩は Ian ode to 
the mothers of the world whose sons包lddreams were lost to war戦争で息子を亡くし，夢を
蕪くした多くの世の母親への褒め賛えの歌J9iであった。
“Vaudeville: 1916"辻CαrlSαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poemsに初めて登場
するのであるが，ヨーロッパでの恐ろしいまでの戦闘のヴォードヴイルとシカゴのヴォードヴ
イルの思景は際立った対比を示し，女性のプランコ乗りの完全なまでの身体と海外で不具にな
り，飢えている人々の対比，道イヒ鵠のあざ笑いの危険な業と Verdunの戦闘の恐ろしさの対
比は際立っている。 Car1Sandburgの詩的な興味は明らかである。
The French general would asl王howthe weather 101王sfor new troop movements. 
(フランスの将軍は新たなる軍隊移動するには天気はどのようであろうか尋ねる。)10) 
Carl Sandburgはその戦関場面からぞっとする議牲者の姿を取り鞍きはするが，娯楽と死
のイメージはこの詩では忘れ難いものとしてしっかりと結び合わされている。
イマジズム詩人の一人としての扱いを受ける最もその典型的な例としての余りにも有名な詩
‘Foどのイメージは忘れることが出来ないが，そのカテゴリーの CarlSandburg は第4章に
大きく取り上げられている。その靖景は普遍的であるが，そこには何の丈援も見られない。こ
こにある詩には社会意識を持ってシカゴの街を歩き，I業化の生活を見つめ，歴史を読む人と
しての詩人 CarlSandburgは「純粋なjイメージから社会的な，歴史的な文脈の中のイメー
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ジへと移る。
“Painted Fishes"はず、っしりと重いビールのグラスを赤のラッカー塗の盆の上のグリーン
に塗った魚とまぜあわせ，イマジズムの詩の雰囲気を持つ詩人は濯場へと誘う。その靖景に引
き込まれた読者は魚を覆うビールの泡が克え，ひれが消えていき，盆の上のピールジョッキー
が滑るのが開こえる。酒場には幾分厚1染んで、いる CarlSandburgはおが屑の撒いてある床の
酒場の無秩浮で騒がしい世界から美しい靖景を創り出す。
Amy LowellとCarlSandburgを含めた他の荷人かのイマジズム的な詩人と看倣されてい
る詩人達は中国の詩とその絵画に影響を受けたことは事実である。 Massachusetts1"'にCarl
SandるurgがAmyLowellを訪ねた時の逸話として，翻訳家 FlorenceAyscoughに出会っ
た。彼女の中国語からの翻訳が身体の中からぞくぞくするような気持ちにさせたから， Carl 
Sandburgはそのなかの数編を自由詩にして“TheseValleys Seem Old"としてイマジズム
的視点、と社会批評と組み合せた。 CarlSandburgはAmyLowellにAyscoughの翻訳によっ
て示唆された詩を印尉に付してもよいかどうかについて了解を求めたo 1919年9月AmyLow-
el はAyscoughは美しさの表現，搭写が全くといって長い誌どに正確で、はないと知って，必
要な許可は出しはしまいと言う答えをしてきた。“TheseValleys Seem Old"にある 4つの詩
はどれほど不正確な表現，描写であっても，掛け軸の風景と再じように美しいc しかしその当
時のこと，翻訳家 FlorenceAyscoughが反対をしたためにこれらの詩は出版されないまま今
日に至った。
ごく最近のシカゴのニュースについて書くと同時に歴史を読む CarlSandburg は童生臭さ
い戦詞などの霧に渚え去る暴君，専制君主 Na予oleonへの真撃な思いをしたためた O “Napo・
leon"のイメージと CarlSandるurgの他のイマジズム的なものとしての詩は心の中でなかな
か渚え去らず，あるものは重い霧のように密やかで，あるものは色を塗った魚の様に輝き，あ
るものは歩道の労働者の去っていく足音の隷に絶えず響いている。
5 
題りに居る人々をじっと穴のあくほど晃つめている CarlSandるurgはよく詩的な人物後を
描いた。つづく 4つの詩は詩集 CαrlSαndburg: Billy Sund，αyαnd Other Poemsの第5番
目のグループになっている。最も生き生きとした CarlSandburgの詩はシカゴ市街の社会生
活の統治者である Mrs.Potter Palmerについてのものである。 Palmerは“exclusive"r排
他的jであると CarlSandburgは断定を下し，この上のない最大限の社会的毎辱として「排
他性jを見ていた。何年も後になって，友人の Greroryd' Alessioに英語と言う言語のなかで
一番忌み嫌いなのは“EX・CLO-O-O・O-SIVE勺 1)だ、と言ったことがある。
Carl Sandburgは“MagicalCon良lsion"に諮問.Potter Palmerのことを書くまでに 10
年関以上の時間を必要としたと言う。却ち CarlSandburgは予てから Mrs.Potter Palmer 
の人物f象のことを考えていた。 ChicagoDaily Socialistのレポーターをしていた ReuるenW. 
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Borough'はま 1907年 CarlSandbur培gに出会つて
Sandbur培gの好き嫌いについての忘れ得ぬ描写をしているのでで、ある O
We were both country boys， lonely at night in the cold hall rooms of cold rooming 
houses， drawn and held togetherむycommon ideals， passions， prejudices. 1 was de-
lighted to find that he was as militant an e司ualitarianas 1. . . We were both out gun-
ning for Mrs. Potter Palmer! Out of stubborn commitment to the common people and 
proud identification with the poor and disinherited， we were both at war with the capi-
talist system. And in addition to al this was our devotion to the average， sometimes 
mysticals， and always beautiful realm of poetry. 
(我々冷たい下宿墨の冷え切った広聞の部屋で夜は寂しく，共通した理想、に， '1育熱に，偏見に引
き寄せられ共に団結した田舎者であった。彼が訟と再じように好戦的な平等主者であると分かつて
嬉しかった。.........我々 は二人とも Mrs.Potter Palmerに巨を付けていた。普通の人々へのどうに
もならない関わりと貧しく 感動をされている者と頑なに同一視することから我々は共々資本主義
組識とは旨く行っていなかった。そして それに加えて，ぼんやりとしているが，時として神秘的
な，そして常に美しい詩の領域への我々の献身的な情熱があった。)12) 
Carl Sandburgが描く排地的な Mrs.Potter Palmerとは対照的に，お気の毒に勘当された
ことについて再構的な詩の人物像を書いた。“PearlDiver"はレストランでの楽しげな空気を
聞くともなしに需けるが，その陽気な騒ぎには明らかに入っていけない諦理場の血荒いについ
て書いたc “Je汀 y"ではフェミニストの思いやりを持つジャーナリストとしての CarlSan-
dubrgは捧猛な夫を殺害し，虐待を受けた女のことを取り上げている c 経生監獄に閉じ込め
られでもその女性はきっぱりと 1would do it again. J 13iと言うのである。
“Taking on Suds Men Talk"では CarlSabdburgは売春婦のことを語り，その語り口;ま
ことのほか面吉い。 Tomと言う話し手'1'1わたしjと言う開き手， (恐らくは CarlSandburg 
であろうが)に一人の女性の話しをする。 Tomはその女性の物語りを作り宜し，短縮した形
にしているから，その女性の状況の全ての真実を再現していないのかも知れない。話し方の方
法はその女性の生涯を-署悲劇的にさえしているむよくあることではあるが CarlSandburg 
はこの世での農げられた人々への同'携を寄せるのである。
8 
Harry Goldenは詩人CarlSandburgの非常に印象に残る伝記を書いている。その中に Carl
Sandburgの入手重的な問題への取組方について次のように述べている c
The problem of racial equlity has never been far from Sandburg's mind. 
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(人種的な平等の問題は Car1Sandburgの心かちは決して離れたことは一度だってない。)14) 
Carl Sandburg: Billy Sundαyαnd Other Poemsの第6章の4つの詩は全てアフワカ系
アメリカ入，人種の問題，人種的平等などを京り扱っている。“ElizabethUmpstead"はCarl
Sandるurgのこの主題に関しての最も劇的な詩の一つである o Carl Sandるurgは今までに一
度もこの詩を詩集に加えることはなかった。 1960年， N orman Corwinの或功を収めた挺，The 
World of Cαrl Sαndburgはニューヨークヨroadwayを手始めに数多く上演され，アメワカ
冨内各地を巡業して匝り，多くの処で高い評価を以て迎えられた。その撰の中ではこの詩
“Elizabeth Umpstead"が使われた。この詩は非常に勢いがあるので女優 BetteDavisがそ
の詩を朗読する時は何時でも，何処でも観客からは立ち上がっての拍手喝采を受けた15)0 Ed-
gar Lee Mastersの霊場人物が SpoonRiverと題する詩の中でしたように， ElizめethUmp-
steadは墓場から話しかけ，男に扱われきたあれこれの真実を話すのである。
“Black Prophetess"では話し手辻告角に立ち，神の怒りとこの世の破滅を予告する単純な
黒人女性である c 彼女は完全に予知能力を信じて，ここでのレポーターは自分流の判断を示さ
ず，高ぶる様子もなく唯淡々と述べている。
“Cleo"では南北戦争後の田舎の黒人達が耐え忍んだ恐ろしいまでの過艶な環壌の中を生き
延び¥自分に与えられた環境と神と共に平語、のままでいた単純な田舎の女を CarlSandburg 
辻男清と理解を以て描いている。
1，100人以上の男と女，それも殆どが黒人の人々であるが， 1900年から第一次世界大戦ま
での開にアメリカ合衆国ではりンチを加えられて殺された。それに関連して JohnHope 
Franklin及びAlfredA. Moss， Jr.がFromSlavery to Freedom: A History of Negro Ameri-
cansに次のような記述している。
The South was far ahead of the rest of the country， but several Northern states， 
notably those in the Midwest， adhered to this ancient bar泌 ricritual of total disregard 
for土helaw.
(甫部はアメリカの匡の他のところよりも遥かに進歩していたが，かなりの北部の州，特に中西
部のす十iなどは法律を全く無視する古代の野蛮な儀式，風習に因われていた。)16) 
Carl Sandburgは中西部でのリンチについて知っていた。 CarlSandburgは前にシカゴの
黒人について ChiccagoRαceRiots: July 1919として書いて，、eriousand intelligent inves-
tigation into conditions which made the race riots possible" (黒人暴動を可能にさせた状況の
真撃な，知的な謂査)17)として同時代のある批評家によって賞賛されたのである。それは 38人
の人々が死んだ 1919年黒人暴動についての一連の記事である。
Carl Sandburg はリンチに関しての“Man，the Man-Hunter"と言う詩を Untermyerに
AnAmericαn Miscellanyに入れてもらうよう依頼し，送り届けたた。受け取ったUntermeyer
- 25-
は教会のグループTheSociety for Su予presionof Viceを刺激し，その人々が訂正を求めるの
でiまないかと危慎した。 CarlSandburgは変更をすることに同意し， 1920年の 3月に Un-
termyerに手紙を書き送っている。
You're right about the S. O. B. Let it read，“crying，宝ilhim， kill him， the. . .'deal-
ing“the Judaean equivalent" and “Son of a Bitch. "18) 
7 
反戦詩の章;こ入れてある“Plan註edWhitefish"と言う詩には戦争と生殖のイメージが利用
されている o Carl Sandburgの“班an，the Man-Hunter"19lと言う詩の元々のものがこの中
iこ掲載されている。どのような改変がなされたかを見てみる。
We'll get you， you ~on of a Bitch!一→ぬxyzch!
Kil him! kill him! the Judean equivalent the Son of a Bitch!一→ thesbxyzch! 
the Son of a Bitch.一→ thesbxyzch! 
Cαrl Sαndburg: Billy Sund，αyαnd Other Poemsの第7章には CarlSandburgのシカゴ
の新開記者としての数々の経験から引吊された5編の詩が含まれている。 1912年に始まる 12
年間 CarlSandburgはEueningWorldで先ず働き，それから全面的広告不掲載の Dαy
Book，そして DαilyNewsなどで各々労儀問題の記事，地方での出来事のレポート記事，瑛
悪評論などを書いた。
新開記者としての時代に CarlSandburgはシカゴ生活，シカゴでの出来事についてのあれ
これの印象を詩で記録した。彼はこれらの詩を司々の日記と看倣していた。“Dailies"では一
般大衆詩人である CarlSandburgは日々の新聞と“dirtyand always fighting"20Jとを関連づ
けた。“Monday，One P. M."では彼は1.W. W.本部へのレポーター訪問，向こう意気の強
いあばずれの会話の電話査聴，イマジズム然とした位の高い尼であるAmyLowellへの通話
などの違いをはっきりさせて，実験的な詩を書いた。彼の言葉では，顛い辻 ito get at the real 
stu:f of A盟 erica.. .本物のアメリカの生活を手にするためにJ21l今書いている新しい詩を巨指すも
のであった。
新しい FieldMuseumでの恐竜の骨やエジプトのお墓などの動きに関する新開記事として
Carl Sandburg は ibythe inspired reporter霊惑を受けた新聞記者によるJ2}ホイットマン的な
詩“BigStones of the Egyptian Tomもs"を具体化した。“TheRewrite Man Is Tired"では
丁夏日々の新開に反映されているようにシカゴ生活の陳粛さと下劣さを書くことに戻るのであ
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る。
Carl Sandburg はよく手紙の中に伸び伸びとした詩を入れたo 1919年 9月26日， Louis 
Untermeyerに手紙を書き送った。
We have moved from Maywood to Elmhurst， a bigger place for the記dsto grow 
up in， and more of a chance to raise the little ones ourselves instead of having the 
neighbor kid gangs take all their day and night. Also we are indebt now. 
(子世達が成長するため比較的大きな場所であり，子供達の日豪を子供集団にとらせる代わりに
我々で子供を育てる多くの機会を求め Maywoodから Elmhurstへ転宅致しました。また私共は帯
金をしております。)23)
“A Reporter in De説"と言う詩は手紙の必要不可欠な部分として挿入された。家を買うた
めにお金を告りる革新的な詩人を表わしているから，その詩は遊び半分でもあり，また真菌自
なものでもあった。そのように言うのも，自分自身がもし組織によって漬されてしまっていな
いのなら権力者などによって虐げられている人々について書くことが出来ょうか，ということ
からのものであった。
8 
Cαrl Sαndburg: Billy Sund，αyαnd Other Poemsの第8章には EdgarLee Mastersにつ
いて書いた4つの詩がある。 EdgarLee MastersとCarlSandburg は1914年に出会いすぐ
友人となった。 EdgarLee Masters はCarlSandburgの詩に中iこある f美しい心の像jを褒
め賛えていた一人である。傑出したシカゴの弁護士として EdgarLee詰astersは青春時代の
Spoon Riverの人々について詩を書き始めた。彼の登場人物誌墓場から各々の人生，愛，失
望，悲しみ，挫折，ささやかながらの希望などを話題として取り上げた。法律の仕事の上で身
分がもし知れたら妨げになるのではないかと恐れて最拐は“WebsterFord"と言う仮名を用
いてこれらの詩を出版したと言う経緯がある。
Carl SandるurgはEdgarLee Mastersが詩人として持っている説、密の人生について知って
いたし，“ToWebster Ford"では指導的な弁護士としての公の生活と SpoonRiverの人々に
ついての心理的な物語を書く詩人の務めた生活， ~pち酷く分裂した生活について書いている。
Carl Sandburgは誰に対しても，何れの仲間の詩人とも親しい関係を保っていたが，幾つか
の出来事があってEdgarLee MastersとCarlSandburgの友鵠をまずくさせてしまった。 Ed-
gar Lee誕astersは CarlSandburgの階層意識が段々と増していく冷淡さが作用したと思っ
た。ある自のこと，ず、っと病気であった EdgarLee Masters はシカゴのミシガン通りで Carl
Sandburgに出会った。 EdgarLee Masters ~こよれば Carl Sandburgの様子は非常にぎこち
なさがあったという。これも CarlSandburgの一面を飼わせるものである。
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友人の AliceCoぬinHendersonに手紙を書いているように， Carl Sandburgの意克によれ
ば， IMasters is getting a sicker man al the time， and the problem is psychic. (Masters 
は常に萌弱になってきているし，問題は精神的なものである0)J24lと言う。CarlSandburgの“Edgar
Lee Masters"とその詩に続くものは吉分自身で創り出した世界に調和させることが出来ず1苗
み抜く人の次第に広がる幻滅を表わしているc その後数年して EdgarLee Masters は，恐ら
くは CarlSandburgのAbr!αhamLincoln: The Pr，αirie Yearsに答えて， Lincolnに関して
の“demonized"(悪霊に取りつかれた)本を批評家たちは何と呼んでいるかを書いた。“OnRe-
reading Edgar Masters' Lincoln-the-Man Three Years After the First Reading"と題する
Lincolnへの Mastersの攻撃に関して CarlSandburgの個人的な詩辻仲間の詩人に対しての
最も載しい言葉の一つである。
また，長い人生の中で、 CarlSandburg辻多くの恋愛詩を書いた。それ迄iこは発表されてい
ない恋愛詩の章は CαrlSαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poemsの第9章に出ている。
これらの詩の時間，場所，状況などの前後関係は判っていないっ何れも推察の域を出ないのが
現実である。ここに納められている詩は例外なく侍れも題名は詩行から採って題名が甘けられ
ている。 CarlSandburgが若い時期に書いた詩，例えば1n reckless Ecstαsy及び ThePlαint 
ofαRose (1904) について言えば，形態，内容ではむしろ Victorianであったとも言える c
従って比較的若い時の作品であることが推察できるむ
1906年iこは“DreamGirl"と呼んだ理想化された女性についてのロマンチックな詩を出し
たむそれから 2年後，後は結婚をすることになる LilianSteichenに出会って，その詩を彼女
に贈ったのである。社会主義者で 現実主義者の詑明な Steichen 夢見る女性は Inot of our 
world to-day but of the Millennial Epoch of rest. In our Epoch of Strength girls must be 
made of sterner stu宜.今日の立たちの世界のものではなくて，正義と幸福と繁栄の平静なものであ
る。我々の足掻きの時期には女性は比較的断固としたもので観られていなければならないJ25)と応えた
のである c その女性 LilianSteichen Sandちurg'立夫の詩に深い影響を持つことになる。即ち
Carl Sandburgはその後の恋愛詩には Victorian理想主義を捨て去ったのである。その侍れ
の詩も情熱的，現実的で，写実主義的である c
9 
恐らく未完成の人物シリーズの一部として CarlSandburgは文学および、竪史の人物に就い
て書いたo Cαrl Sαndburg: Billy Sund，αyαnd Other Poemsの第 10章はこれらの概要があ
る。 CarlSandむurg'まシカゴの新聞記者としてその衝にやってきた作家にインターヴューを
したし，アメリカの園内を講演と自作朗読の接行をしている折に多くの作家や芸術家に出会っ
た。歴史上の，そして過去の主要な文学資料の一読者としての彼は DanielWebsterや
N athaniel Hawthorneなどという人物にうっとりとさえしたのである。 CarlSandburgは
Eugene V. Debsの賛辞に表されているように，多くの友情に支えられた人であった。一切を
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一握めにして，これらの人物評は感受性の強い文学批評家として，また作家や公の場で活躍す
る人々の鋭敢な観察者としての CarlSandburgの姿を表わしていると言える。
また Car1Sandburg は1927年， Sacco及びVanzettiが死刑執仔された直後に書いた詩が
あるが，それには深い思い入れのあるものであった。 CarlSandburg は“LegalMidnight 
Hour"を敢えて，一度も何処にも出さなかったc その詩はCarlSαndburg:Billy Sundαyαnd 
Other Poemsの第 11章にある。
二人のマサセッツ州に住むイタリア生まれのアナキスト Sacco及びVanzettiは1920年に
逮捕されて給料支払係り強益事件で二人を殺害したと言う罪に問われた。 Sacco及びVanzetti
iま裁特にかけちれ，有罪の判決を言い渡され， 7年後に処刑された。二人は実は蕪罪であ均あ
乃ながら，唯，アナキスト，無致宥主義を信じる者であると言うために有罪の判決を受けた。
裁判で有罪となり，反論の証拠は黙殺されてしまったし，その多くは鵠造されたものと広く信
じられていたのである。 CarlSandburgが20年間ず、っと働いていた，シカゴの DailyNews 
は1インチコラム欄を世界中の人々を唖然とさせたこの有名な事件に何千とも言える回数に
わたり専ら使ったc 彼の感動的な，詳縮にまで行き亙った詩の中で，詩人 CarlSandるurgは
最終行で SaccoとVanzettiを取り巻く議論はそのことが事実違ったように，処刑と共に死ん
でしまうことはないだろうと述べた。
“1 Wi8h to forgive 80me people 
for what they are now doing." 
And 80 now 
the dead are dead????26) 
今世紀の曲がり角に来て一般大衆誌はメキシコ革命や FrenchForeign Legion放火集団に
よって処刑された人々について多くの記事や物語を掲載したo Cαrl Sαndburg: Billy Sund，αy 
αnd Other Poemsの第12章，即ち最経章;こはここで“1Should Like to be Hanged on a Sum-
mer Afternoon"と呼iまれる詩があり，その中で Car1Sandburgはこの主題を夢想してい
る。社会的な意識を持っている詩人， Carl Sandburgはお祭り騒ぎの雰囲気の中で死刑を執
行されている自分に想いを巡らしている。差し追った死を勇敢に直視しているが， f可故彼が延
刑されるのかの理由は何れも明らかにされていない。しかし，彼は見物している人々にとって
はどのような意見も受け入れられないからと言って，正式に取り消し，撤回することを拒み，
自分の運命を受け入れていることは明白である。
結びとして
Carl Sandもurgは大衆の言葉で，大衆のために，大衆に代わって詩を初めとして多くの作
品を書いてきたし，社会的な，経i斉的な，人種的な正義を告じ，そして一般の人に理解できる
- 29-
詩を書きたいと患った詩人で、あった。嘗て彼が言ったように，その詩は“sing，blab， chortle， 
yodel" とするためのものであった。壊まみれの身辺記事などの資料から，未発表の作品の用
具袋，それがまさに「宝章jから取均出されたものである。その幾つかは最高の詩であると言
えるのではないだろうかむ CarlSandburgの思想、， f言念が包み躍しの普い，率亘な言葉で表
されている c 彼の明快な晃解が明確に表わされている c 俳句的な 'Fog'だけでもなく，シカ
ゴ，‘Cityof the Big Shoulders' に片寄ることもないc 情熱家としての文人が社会正義を持
ち，持に労働者の進歩を穎い，人種的な問題を真正面から京り上げる改革運動家の姿が浮き彫
りされている。
C訂 1Sandburgの詩的な物の見方は ThePeople， Yes ( 1936) の Thereare men who can't 
be bought.27)に集約されているとも言える o Carl Sandburgは韻文の職人として，同時代の
歴史家としてここに認識を新たにするつ
i主
1 )筆者は幸いなことに，管理責任者に 1983年5月，その詩人が収集した日本のもの，たとえば北
斎墨画などを含む書画などを中心にして，整理を依頼されたと言う経緯のために蔵書中，日本お
よび中国に関する蔵書類の調査ができた。
2 )筆者は 1982年から 3年， lndiana 外IRichmond市にある EarlhamCollegeに客員研究員とし
て滞在している間に CarlSandburg Projectに加わり， Flat Rockから Universityof Ilinois 
に収納するために分類，整理をする作業に参加した経験を持つc
3 )既に筆者はその時点で知り得た未発表の詩であり，それは既にその時点で論議を重ねた詩である 0
4) The Letters of Cαrl Sαndbul吉， Feb. 20， 1916 
5) The Letters of Cαrl Sαndburg: CS to Alfred Harcourt， Feb. 4， 1916， 108 
己)CarlSandburg: Fev.4， 1916 
7 )“Lookin'‘Em Over， " The lnternαtionα1 Socialist Review， August 1915 
8) The Western Comriαde 
9) Pnelope Niven: Carl Sαndburg: A Biogr，α:phy， p.268 
10) Cαrl Sαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poems， p.22 
11) July 31， 1950， University of Ilinois， carbon 
12) The Journαl of the lllinois State Historical Society， Vol. 59， no. 3， Autumn 1966，229-51 
13) Jeηy，p.39 
14)耳arryGolden: Cαrl Sαndburg， p.202 
15) Penelope Niven: Cαrl Sαndburg: A Biogrlα:phy， p.681 
16) J.豆.Franklin & A.A. Moss: From Slavery to Freedom: A Hisrory of Negro Americαns 
17) The Chicago Rααce Riots， July 1919 (New York: Harcourt， Brace & Howe， 1919， reprinted， 
1969) p. 38 
18) The Letters of Carl Sandburg， p.183 
19) Cαrl Sαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poems p. 50. The Complete Poems of cαrl Sαnd・
bUT苫， p.173
20) Cαrl SαndbU1宮 :Billy Sundαyαnd Other Poems p. 55 
21) Cαrl Sαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poems p. 57 
22) Big Stones of the Egyptian Tombs， Cαrl Sαndburg: Billy Sundαyαnd Other Poems p. 58 
23) The Letters of Carl Sandburg， p.166 
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24) The Letters of Cαrl Sαndburg， p.191 September 21， 1920 
25) The Poet and the Dreαm Girl: The Love Letters of Lilian Steichen & Cαrl Sandburg: p. 11， 
Princeton， Il. Frb， 15， 1908 
26) Legal Midnight Hour， Carl Sandburg: Billy Sund，αyαnd Other Poems， p.106 
27) The People， Yes， 100， p.262 
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